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校
友
生
の
皆
さ
ん
、
年
2
回
お
手
元
に

届
く
『
校
友
会
報
』
を
読
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
か
。
こ
の
会
報
は
、
今
号
で

1
0
0
号
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
41
年
12
月
25
日
に
創
刊
号
で
あ
る

『
普
連
土
学
園
校
友
会
た
よ
り
』（
タ
ブ
ロ

イ
ド
版
新
聞
形
式
）が
発
行
さ
れ
、2
号
か

ら
は
現
在
の
形
状
と
な
り
、タ
イ
ト
ル
も

『
普
連
土
学
園
校
友
会
報
』と
改
め
、年
2

回
発
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

♦
創
刊
の
目
的
と
願
い

戦
後
20
年
を
経
て
、
高
度
成
長
が
始
ま

ろ
う
と
し
て
い
た
時
、
校
友
会
も
全
校
友

生
に
学
園
と
校
友
会
の
情
報
を
提
供
し
た

い
、校
友
生
同
士
の
経
験
を
分
か
ち
合
い
、

情
報
の
交
換
を
行
い
、
校
友
生
間
の
絆
を

深
め
、
母
校
の
復
興
を
共
に
支
え
て
行
き

た
い
、
と
の
目
的
と
願
い
か
ら
発
行
に
い

た
っ
た
と
、『
校
友
会
史
』
に
書
か
れ
て

い
ま
す
。

♦
創
刊
に
い
た
る
準
備
の
ア
レ
コ
レ

発
行
ま
で
の
準
備
と
定
着
ま
で
に
つ
い

て
は
、「
当
時
校
友
会
副
会
長
で
あ
っ
た

大
野
佐
喜
子
さ
ん
（
39
回
生
）
の
熱
心
と

計
画
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
」
と
、
当

時
の
石
田
ト
シ
会
長
が
書
い
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
大
野
さ
ん
の
回
想
録
を
読

ん
で
み
ま
す
と
、
発
行
ま
で
の
苦
労
と
努

力
と
情
熱
が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま

す
。
仕
様
を
決

め
、
資
金
を
集

め
、
幹
事
総
動

員
で
発
送
作
業

を
行
い
、
資
金

不
足
を
補
う
た

め
に
会
報
に
広

告
も
掲
載
。
ま

た
、
題
字
は
当

時
80
歳
の
高
橋

よ
ね
さ
ん
（
20
回
生
）
が
校
友
会
の
発
展

と
存
続
を
願
っ
て
、
毛
筆
の
横
書
き
は
む

ず
か
し
い
と
何
度
も
書
き
直
さ
れ
て
お
書

き
く
だ
さ
っ
た
と
あ
り
ま
す
。

♦
会
報
送
付
数
に
つ
い
て　

創
刊
当
時
の
校
友
生
へ
の
送
付
数
は
国

内
、
国
外
を
合
わ
せ
て
3
0
0
0
余
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
現
在
の
送

付
数
は
7
0
0
0
を
超
え
、
創
刊
当
時
か

ら
比
べ
、
2
倍
以
上
の
校
友
生
が
国
内
外

で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

♦
校
友
生
の
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

会
報
は

創
刊
か
ら

現
在
に
い

た
る
ま

で
、
出
版

委
員
の
皆

さ
ん
の
努

力
と
多
く

の
時
間
を

費
や
す
と

い
う
奉
仕

の
も
と
に

作
成
、
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
が
届

い
た
ら
是
非
読
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。
そ
し

て
、
会
報
に
掲
載
す
る
情
報
や
、
意
見
・

感
想
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
興
味

の
あ
る
方
は
是
非
、
出
版
委
員
に
手
を
挙

げ
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
会
報
が
次
代
に
受
け
継
が
れ
校

友
会
の
歴
史
を
繋
い
で
行
く
よ
う
皆
さ
ま

の
協
力
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

校
友
会
報
100
号
発
行
に
寄
せ
て

普
連
土
学
園
校
友
会
会
長
　
冨
山　

恵
子

目次
総会
100 号記念特集
小池幸先生の思い出
フロイド・シュモー
普連土たより
関西支部
新任幹事紹介

大野佐喜子さん 高橋よねさん

会報創刊頃まであった中学校舎

会報 1 ～ 99 号（校友会室保存）
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2
0
1
8
年
度
校
友
会
総
会
は
、
6
月

2
日（
土
）母
校
の
講
堂
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

議
案
は
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
梅
雨
入
り
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

第
一
部　

総
合
司
会
副
会
長
赤
木
ま
き
子

奏
楽　
　
　
　
　
　
　
　
　

酒
井　

恵
生

礼
拝　
　
　
　
　
　

会
長　

冨
山　

恵
子

讃
美
歌　

４
５
２
番　

５
３
３
番

聖
書
「
ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
」

第
13
章
4
節
～
9
節

普
連
土
学
園
理
事
長
挨
拶　

畠
中
ル
イ
ザ

普
連
土
の
卒
業
生
は
人
の
為
に
何
か
を

す
る
姿
勢
が
身
に
つ
い
て
い
ま
す
。

医
者
，
歯
医
者
、
薬
剤
師
等
、
多
く
の

方
々
が
学
校
の
た
め
に
働
い
て
下
さ
っ
て

い
ま
す
。

女
子
校
は
最
近
あ
ま
り
人
気
が
無
く
、

男
女
共
学
校
の
人
気
が
高
い
の
で
す
。
子

供
の
数
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
私
立
学
校
間
の
競
争
が
激

し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

普
連
土
の
良
い
教
育
を
守
っ
て
い
く
た

め
に
も
、
時
代
に
合
っ
た
教
育
環
境
を
整

え
、
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
為
「
種
ま
き
フ
ァ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ

寄
付
を
募
っ
て
い
ま
す
。
今
ま
で
も
多
く

の
方
が
寄
付
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た

が
、
今
後
も
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

学
校
報
告　
　
　
　

校
長　

青
木　

直
人

27
年
振
り
に
普
連
土
に
戻
っ
て
来
て
１

年
た
ち
ま
し
た
。

今
年
の
３
月
３
日
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
が

あ
っ
て
、
98
回
生
の
懐
か
し
い
生
徒
達
と

思
い
出
話
を
し
た
時
生
徒
達
が
覚
え
て
い

た
こ
と
は
、
覚
え
て
ほ
し
か
っ
た
大
事
な

こ
と
で
は
な
く
、
教
師
が
何
気
な
く
口
に

し
た
言
葉
で
し
た
。
教
師
の
言
葉
に
は
影

響
力
が
あ
り
責
任
が
あ
る
と
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
が
し
ま
し
た
。

世
間
で
Ａ
Ⅰ
が
職
業
を
と
っ
て
代
わ
る

と
盛
ん
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、「
全
員

一
致
は
悪
魔
の
仕
業
」
と
い
う
ユ
ダ
ヤ
の

こ
と
わ
ざ
が
あ
り
ま
す
。
人
間
は
一
人
一

人
違
う
、
全
員
一
致
は
有
り
得
ま
せ
ん
。

対
話
に
よ
り
よ
り
良
い
道
を
見
つ
け
る
。

周
り
に
影
響
さ
れ
な
い
ブ
レ
な
い
能
力
を

身
に
付
け
る
。
自
分
の
た
め
で
な
く
、
他

人
の
た
め
に
能
力
を
使
う
。
そ
れ
が
キ
リ

ス
ト
教
の
学
校
の
教
育
で
あ
り
役
目
で
あ

り
ま
す
。

事
務
会
議
事　

司
会
副
会
長
赤
木
ま
き
子

2
0
1
7
年
度
年
次
報
告

副
会
長　
　

赤
木
ま
き
子

・
総
会　
　

6
月
3
日　
　
　

1
3
8
名

　

親
睦
会　

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル　

1
3
3
名

・
映
画
鑑
賞
会
「
ポ
ー
川
の
ひ
か
り
」

　
　
　
　
　

6
月
24
日　
　
　
　
　

37
名

・
バ
ザ
ー　

11
月
11
日　

後
援
会
と
共
催

　

校
友
生
の
当
日
手
伝
い　
　

1
6
2
名

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
12
月
９
日
1
0
8
名

　

講
師　

青
木
直
人
先
生

　

「
天
使
を
見
る
目
」

・
語
り
の
会　

2
月
24
日　
　
　
　

37
名

　

出
演
者　

上
月
麻
美（
伊
藤
真
弓
）さ
ん

・
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ　

3
月
3
日

　

学
園
と
共
催　

1
3
3
名　

先
生
16
名

・
出
版
「
会
報
」
98
号
・
99
号
発
行

・
お
祝
い
贈
呈

　

4
月　

新
入
生
に
校
章
入
り
タ
オ
ル　

　

9
月　

敬
老
祝
い
に
絵
葉
書
セ
ッ
ト

　

3
月　

卒
業
生
に
小
袱
紗

2
0
1
7
年
度
会
計
決
算
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　

会
計　

廣
田　

雅
子

2
0
1
7
年
度
会
計
監
査
報
告　
　
　

監
事　

辻　

あ
き
江

2
0
1
8
年
度
年
次
計
画

副
会
長　

赤
木
ま
き
子

・
総
会　

6
月
2
日
（
土
）
11
時
よ
り
～

　

新
渡
戸
稲
造
ホ
ー
ル
・
ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル

・
バ
ス
旅
行
10
月
4
日
（
木
）
箱
根
方
面

・
バ
ザ
ー
11
月
10
日（
土
）後
援
会
と
共
催

・
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝
12
月
8
日（
土
）11
時

　

Ａ
音
楽
室
・
親
睦
会
12
時
～

・
落
語
の
会　

2
月
23
日

・
出
版
「
会
報
」
1
0
0
号
・
1
0
1
号

　

発
行
予
定

・
お
祝
い
贈
呈

　

４
月　

新
入
生
に
校
章
入
り
タ
オ
ル

　

９
月　

敬
老
祝
い
に
絵
葉
書
セ
ッ
ト

　

３
月　

卒
業
生
に
小
袱
紗

2
0
1
8
年
度
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　

会
計　

廣
田　

雅
子

役
員
改
選　

指
名
副
委
員
長　

勝
田
公
恵

（
新
任
）　

書
記　
　

押
尾
雅
代　

96
回

（
退
任
）　

書
記　
　

浅
見
裕
子　

95
回

指
名
委
員
交
代　
　

会
長　

冨
山　

恵
子

（
新
任
）　　
　
　

鈴
木　
　

道　

69
回

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
見　

裕
子　

95
回

委
員
会
委
員
紹
介　

会
長　

冨
山　

恵
子

同
好
会
紹
介　
　
　

会
長　

冨
山　

恵
子

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
【
伊
藤
文
枝
先
生
と
コ
ー
ラ
ス
部
】

伴
奏　

酒
井
恵
生
先
生

コ
ー
ラ
ス
（
家
族
写
真
他
２
曲
）

伊
藤
先
生
（
ド
ナ
ド
ナ
他
３
曲
）

コ
ー
ラ
ス
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
綺
麗
で
し

た
。
伊
藤
先
生
の
清
ら
か
で
暖
か
い
歌
声

に
会
場
は
引
き
込
ま
れ
ま
し
た
。

第
二
部　

親
睦
会

ロ
ー
ズ
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

校
友
会
総
会

2018年度

6月2日
（土）

11時～14時30分
●

新渡戸稲造
ホール（旧講堂）
ローズホール

●
出席者
127名
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　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
寄 付 金 積 立 より
名 簿 積 立 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

前 年 度 繰 越 金
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
利 息

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

基 本 金 積 立 へ
次年度繰越金次
合 　 　 計

基 本 金 積 立 へ
次 年 度 繰 越 金

合　　計

金　　額

15,354,380
1,000,000
4,437,911
1,782,418

164
22,574,873

11,480,344
1,000,000

97
12,480,441

12,056,744
830,000

12,886,744

4,437,911
0

4,437,911

1,782,418
0

1,782,418

金　　額

22,574,873
22,574,873

12,480,441
12,480,441

12,886,744
12,886,744

4,437,911
0

4,437,911

1,782,418
0

1,782,418

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

2017年度特別会計収支決算書
（2017年4月1日～2018年3月31日）

会 費
運 営 費
バ ザ ー 収 益
130周年記念品収益
奉仕活動協力金
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
収 入 計

高校生校友会費（387名＋8000円）　 
校友生納入分　（2170.5口）

幹事会時献金、事業委員会献金、クリスマス献金

グッズ・コピー・タックシール代、施設使用料他
預金利息

4,560,000
5,500,000
1,000,000

100,000
200,000

0
10,000

100
11,370,100

4,652,000
5,426,284
1,298,059

368,663
265,198
39,897
77,863

113
12,128,077

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
130周年記念品
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
クリスマス礼拝
奉 仕 活 動 費
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
支 出 計
差引額（収入－支出）
前 年 度 繰 越 金
次 年 度 繰 越 金

謝礼、お花代 他 
幹事会お茶菓子代 他 
事務手当 他
事業・出版・バザー
クリアファイル、透明封筒、学園関係者記念品贈呈
第4回ホームカミング 
会報98号・99号、幹事会・総会連絡費 他 
会報98号・99号、総会案内 他 
事務用品、ｺﾋﾟｰ機ﾘｰｽ代及び保守代 他 
 
 
電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料 
卒業祝、お悔やみ花カード 他 
関西支部 
お花代、親睦会費用、講師謝礼 他 
年間奉仕活動、クリスマス献金、北九州災害義援金
コーラス部・聖書の会
運営費の振込手数料 他
振込手数料 他 
 
 

300,000
100,000

1,400,000
660,000
270,000
30,000

2,200,000
800,000
750,000
360,000
500,000
300,000
600,000
40,000

130,000
200,000
120,000
250,000
20,000

1,000,000
1,000,000

0
300,000

11,330,000
40,100

4,894,770
4,934,870

179,490
66,473

1,158,450
450,131
287,294

7,000
1,995,113

759,105
518,900
360,000
528,502
262,574
475,435
40,000
97,359

320,520
120,000
230,334
12,598

1,000,000
1,000,000

0
0

9,869,278
2,258,799
4,894,770
7,153,569

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考

普連土学園校友会2017年度収支決算書
（単位：円）

（2017年4月1日～2018年3月31日）
（単位：円）

会計監査の結果、適正であることをご報告いたします。
  2018年4月17日
    監事　　辻　あ　き　江　　印
    監事　　熊　澤　勢以子　　印

■収入の部

普連土学園校友会2018年度予算書
（2018年4月1日～2019年3月31日）

科　　目 予算金額 決算金額 備　　　　考
■支出の部

在 校 生 会 費 収 入
卒業生運営費収入
バ ザ ー 収 益
奉仕活動協力金収入
寄 付 金 収 入
雑 収 入
受 取 利 息
前 年 度 繰 越 金

合　　　計

高校生校友会費　390名　   
校友生納入分　@2,500×2,200口  

幹事会時献金、クリスマス献金 他  

タオル・コピー・タックシール・施設使用料 他  
預金利息    
 

4,680,000
5,500,000
1,000,000

200,000
0

50,000
50

7,153,569
18,583,619

総 会 費
諸 会 費
人 件 費
委 員 会 活 動 費
ホームカミング費
通 信 費
印 刷 費
消 耗 品 費
光 熱 水 費
交 通 費
電 話 料
慶 弔 費
支 部 連 絡 費
ク リ ス マ ス 礼 拝
奉 仕 活 動 費
学園宗教部への献金
同 好 会 補 助 費
支 払 手 数 料
名簿管理ソフト移行費
雑 　 費
基 本 金 積 立
特 別 積 立
奨 学 金 積 立
予 備 費
次 年 度 繰 越 金

合　　　計

謝礼、お花代　他
幹事会お茶菓子代 他
事務手当 他
事業・出版・バザー

会報100号・101号、幹事会・総会連絡費 他 
会報100号・101号、総会案内 他  
事務用品、ｺﾋﾟｰ機ﾘｰｽ代及び保守代 他

電話、ＦＡＸ通信料、ネット回線使用料  
卒業祝、お悔やみ花カード 他  
関西支部  
お花代、親睦会費用  
女性の家ヘルプ、CFJ  
クリスマス献金

運営費の振込手数料 他

振込手数料 他  
  

300,000
100,000

1,400,000
660,000
10,000

2,100,000
900,000
700,000
360,000
500,000
300,000
500,000
40,000

130,000
200,000

0
120,000
250,000
130,000
20,000

1,000,000
4,000,000

0
300,000

4,563,619
18,583,619

科　　目 予算金額 備　　　　考
■収入の部

科　　目 予算金額 備　　　　考
■支出の部

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

●名簿積立

●校友会への寄付金（校友生等からの寄付金口座）

　 科 　 　 目 　

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計

前 年 度 繰 越 金
経 常 費 よ り
利 息

合　　計
●奨学金積立

前 年 度 繰 越 金
奨 学 金 返 済

合　　計

　 科 　 　 目 　

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

次 年 度 繰 越 金
合　　計

金　　額

22,574,873
1,000,000

150
23,575,023

12,480,441
4,000,000

90
16,480,531

12,886,744
540,000

13,426,744

金　　額

23,575,023
23,575,023

16,480,531
16,480,531

13,426,744
13,426,744

収　　　入 支　　　出
（単位：円）

●基本金積立（校友会積立金）

●特別積立（学園への寄付金積立）

2018年度特別会計予算書
（2018年4月1日～2019年3月31日）

普連土学園校友会
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上　青木先生の学事報告
左　伊藤先生とコーラス部



4

創刊当初は和室で会
議をしていた。イメージ
図：浅見歩さん（高3）作

‖
成
り
立
ち
‖

記
念
す
べ
き
校
友
会
報
第
１
号
は

1
9
6
6
年
12
月
に
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
、
会
報
の
発
行
に
は
大
変
な
努
力

が
伴
い
ま
し
た
。
印
刷
は
校
友
生
に
格

安
で
引
き
受
け
て
い
た
だ
き
、
発
送
作

業
は
幹
事
を
総
動
員
し
、
宛
名
書
き
、

会
報
折
り
、
切
手
貼
り
な
ど
大
変
な
労

力
で
し
た
。
ま
た
切
手
節
約
の
た
め
に

手
渡
し
で
き
る
人
の
分
を
持
ち
帰
り

配
っ
て
歩
い
た
そ
う
で
す
。

会報発行に尽力された石田トシ先生
（当時の校友会長）

第1号発行当時の校舎全景（1968年）

懐かしい以前の
校友会事務室

1982年に竣工した高3校舎と
小体育館

100 周年記念館竣工
（1990 年）

企画段階（1988年）の
完成予想図

経費削減のため葉書通信
になった号も

元出版委員に
聞きました

第 1 号のみタブロイド
判だった

普連
土学園

と校友会報の変遷

普連土学園校友会報100号特集

4



5

今ではほぼ使われ
なくなった校友会
報オリジナル原稿
用紙

ミス・ローズの来日は毎回大きな記事に
なった。これは90周年式典にご出席さ
れたときの様子

120 周年記念本校舎完成の際は、会報（７７号）
でカラーページが組まれた

110周年記念館竣工（1995年）
校友会のクリスマス礼拝などで
利用しているA音楽室

山中湖寮での修養会の様子
も毎回伝えられた

学園の史料室より貴重なお写
真をお借りした

‖
内
容
の
変
化
‖

創
刊
当
時
の
会
報
は
、
各
ク
ラ

ス
（
学
年
）
の
消
息
記
事
が
多
く

あ
り
ま
し
た
。
時
代
を
反
映
し
生

活
に
密
着
し
た
内
容
が
多
く
、
よ

ろ
ず
相
談
、
お
見
合
い
、
子
育
て

相
談
の
窓
口
な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。

学
園
の
周
年
に
合
わ
せ
て
建
設

さ
れ
て
き
た
校
舎
の
献
堂
式
は
、

毎
回
一
面
で
大
き
く
伝
え
ら
れ
ま

し
た
。

活
躍
す
る
校
友
生
紹
介
は
、
以

前
は
先
生
方
に
寄
せ
ら
れ
る
情
報

か
ら
校
友
生
を
訪
ね
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在

は
様
々
な
ル
ー
ト
を
使
っ
て
情
報

を
集
め
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

写真に
見る

屋上庭園

テラスより

元出版委員に
聞きました

普連
土学園

と校友会報の変遷

普連土学園校友会報100号特集

5
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2018.7.31

6

2018.7.31

◆
卒
業
し
て

2
年
後
く
ら

い
に
上
野
で

偶
然
お
会
い

し
ま
し
た
。

当
時
デ
ィ
ス

コ
全
盛
期

で
、
私
も
職

場
の
人
に
誘

わ
れ
て
い
く

と
こ
ろ
で
し

た
が
、
先
生

に
は
早
く
帰

宅
す
る
よ
う
に
指
導
さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
し
て
も
先
生
に
は
気
に
か
け
て
い
た

だ
い
て
、
も
の
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
覚
え

が
あ
り
ま
す
。	

（
86
回
生
）

◆
私
は
卒
業
後
の
6
年
間
、
今
は
懐
か
し

い
山
中
湖
寮
で
賄
い
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
し

て
お
り
ま
し
た
。
先
生
は
私
た
ち
と
一
緒

に
料
理
の
腕
を
振
る
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
時
に
「
バ
カ
た
れ
！
」
と
注
意
さ
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
宿
泊
客
が
い

な
い
夜
に
は
先
生
と
一
緒
に
八
角
堂
で

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
踊
っ
た
こ
と
な
ど
、

よ
い
思
い
出
で
す
。
厳
し
か
っ
た
け
れ
ど
思

い
や
り
の
あ
る
先
生
で
し
た
。
（
94
回
生
）

◆
授
業
で
常
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
相
手

と
し
て
ブ
ン
ブ
ン
振
り
回
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
あ
の
時
す
で
に
先
生
は
還
暦
を
過
ぎ

て
い
た
と
知
り
驚
愕
で
す
。
（
100
回
生
）

小
池
幸
先
生
の思

い
出

昨
年
8
月
25
日
、
1
9
5
0
年
か
ら

1
9
9
6
年
ま
で
、
休
職
期
間
を
除
き
約

39
年
間
体
育
の
教
鞭
を
と
ら
れ
た
小
池
幸

先
生
が
97
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
お
手
玉
や
ラ

ジ
オ
体
操
で
お
な
じ
み
の
小
池
先
生
の
思

い
出
を
様
々
な
年
代
の
校
友
生
に
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
先
生
は
授
業
中
と
に
か
く
厳
し
く
、
美

し
く
な
る
た
め
の
「
美
容
体
操
」
で
は
体

を
深
く
曲
げ
な
い
と
必
ず
注
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
授
業
以
外
で
は
優
し
く
、
よ
く

挨
拶
を
し
て
く

だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
の
髪
型

か
ら
「
ラ
イ
オ

ン
」
の
あ
だ
名

で
呼
ば
れ
て
い

ま
し
た
。

  

（
66
回
生
）

フ
ロ
イ
ド
・
シ
ュ
モ
ー
と

広
島
の
家
の
番
組

財
務
理
事　

大
津
　
光
男

広
島
に
平
和
記
念
資
料
館
附
属
展
示

施
設
「
シ
ュ
モ
ー
ハ
ウ
ス
」
が
あ
る
。
ク

エ
ー
カ
ー
の
森
林
学
者
フ
ロ
イ
ド
・
シ
ュ

モ
ー
ら
が
終
戦
直
後
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ

で
建
て
た
住
宅
の
一
軒
で
、
被
爆
か
ら
の

復
興
を
後
世
に
伝
え
る
建
物
と
し
て
広

島
市
が
移
転
、
補
修
改
装
し
た
も

の
で
あ
る
。

Ｆ
・
シ
ュ
モ
ー
は
、

昭
和
23
年
夏
広
島
で
原

爆
の
惨
状
を
目
に
し
、

ミ
ス
・
ロ
ー
ズ
の
協

力
を
得
て
翌
年
か
ら

広
島
の
家
ワ
ー
ク
キ
ャ

ン
プ
を
行
っ
た
。同
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
参
加
者
の
一

人
が
後
年
妻
を
亡
く
し
た
フ
ロ

イ
ド
の
伴
侶
と
な
っ
た
54
回
生
の
シ
ュ

モ
ー
・
山
崎
富
子
さ
ん
だ
っ
た
。

富
子
さ
ん
は
ミ
ス
・
ロ
ー
ズ
が
代
表

だ
っ
た
Ａ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
日
本
支
部
の
職
員
と

し
て
勤
務
さ
れ
、
国
際
学
生
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
を
担
当
し
て
お
ら
れ
た
が
、
そ
の
セ
ミ

ナ
ー
の
リ
ユ
ニ
オ
ン
が
開
か
れ
た
の
を

機
に
本
年
5
月
に
来
日
さ
れ
、
校
友
会
総

会
に
も
出
席
く
だ
さ
っ
た
。

Ｆ
・
シ
ュ
モ
ー
は
、
生
涯
の
大
半
を
シ

ア
ト
ル
地
域
で
過
ご
し
た
が
、
戦
争
中
は

良
心
的
兵
役
拒
否
者
と
し
て
Ｈ
・
Ｖ
・
ニ

コ
ル
ソ
ン
ら
と
強
制
収
容
さ
れ
た
日
系

人
の
た
め
に
尽
力
し
、
戦
後
い
ち
早
く
来

日
し
て
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
を
実
行
し
た

平
和
主
義
者
で
、
行
動
の
人
だ
っ
た
。

こ
の
夏
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ワ
ー
ル
ド

は
昨
年
に
引
き
続
き
各
一
時
間
の
番
組

で
Ｆ
・
シ
ュ
モ
ー
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン
プ
や

生
涯
に
亘
る
平
和
活
動
に
関
す
る
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
を
制

作
す
る
と
い
う
。

そ
の
番
組
制
作
に
当
た
り

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
は
取
材
の
た

め
富
子
さ
ん
や
元
学
園
理
事

長
布
川
角
左
衛
門
と
校
友
会

長
布
川
き
み
の
子
息
で
同

キ
ャ
ン
パ
ー
の
布
川
謙
さ
ん

ら
を
訪
ね
た
が
、ミ
ス
・
ロ
ー

ズ
、
ギ
ル
バ
ー
ト
・
ボ
ー
ル
ス
、
ニ
コ
ル

ソ
ン
、
ヴ
ァ
イ
ニ
ン
グ
夫
人
ら
に
関
す
る

資
料
収
集
の
た
め
学
園
史
料
室
に
も
来

校
し
た
。
ど
ん
な
番
組
に
な
る
か
は
知
ら

な
い
が
、
F
・
シ
ュ
モ
ー
の
広
島
の
家
に

お
け
る
活
動
を
メ
イ
ン
と
す
る
番
組
の

陰
に
は
校
友
生
や
普
連
土
学
園
と
大
き

な
つ
な
が
り
が
あ
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

し
て
お
き
た
い
。

シュモー富子さん（中央）・冨山恵子会長（右）と

95 回生 中 1 キャンプ

番
組
は
8
月
4
日
（
土
）
N
H
K
E
テ
レ

「
E
T
V
特
集
」
枠
で
放
送
予
定

96 回生 中 1 キャンプ
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4
月
6
日
に
、
今
年
も
1
3
1
名
の
新

中
一
生
徒
を
迎
え
、
学
園
は
新
た
な
年
度

を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
久
し
ぶ
り
に
留
学
生
と
し
て
高

２
に
3
名
、
ド
イ
ツ
か
ら
サ
ー
ラ
・
ゾ
バ
ー

ニ
さ
ん
、マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
ノ
ー
ア
ザ
リ
ー

ナ
・
ガ
ザ
リ
さ
ん
、ア
メ
リ
カ
か
ら
ザ
ー
ラ
・

ナ
ザ
フ
ィ
さ
ん
を
迎
え
て
い
ま
す
。
近
年

は
留
学
生
も
授
業
や
学
園
祭
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
も
行
い
、
活
発
に
文
化
の

交
流
、
紹
介
を
行
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

◎
今
年
度
の
教
職
員
の
異
動
は
以
下
の
通

り
で
す
。

【
新
任
】

☆
常
勤
講
師 

理
科 

加
藤　

芳
幸

 

社
会
科 

松
山　

章
子

☆
非
常
勤
講
師 

数
学
科 

山
田　

明
弘

 

数
学
科 

本
田
佐
和
子

 

数
学
科 

太
田　

千
津

 

理
科 

是
澤　

哲
生

 

保
健
体
育
科 

小
林
ノ
リ
コ

 

英
語
科 

坂
本
美
佐
子

☆
嘱
託　

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

吉
田　

伸
子

☆
理
科
助
手 

 

村
上
久
美
子

☆
契
約
専
任
職
員  

近
藤　

美
和

【
異
動
】

☆
事
務
次
長
か
ら
事
務
長
へ 

福
澤　

礎
之

☆
事
務
長
か
ら
事
務
次
長
へ 

藤
田　

善
行

☆
常
勤
講
師
か
ら
専
任
教
諭
へ

 
 

田
中
真
梨
乃

☆
育
児
休
業
か
ら
の
復
帰 

潮
田　

悦
子

【
退
職
】

☆
専
任
教
諭 

鈴
木　

太
朗 

（
理
科
）

 

山
田　

美
緒 

（
社
会
科
）

☆
常
勤
講
師 
高
田　

羽
純 

（
保
健
体
育
科
）

☆
特
別
非
常
勤
講
師

 

ケ
イ
ラ
・
ア
レ
ン
（
英
語
科
）

☆
非
常
勤
講
師 

髙
野　

継
大 

（
数
学
科
）

 

田
代　

優
歩 
（
数
学
科
）

 

田
中　

映
里 
（
理
科
）

 

喜
納
真
由
美 

（
保
健
体
育
科
）

 

宮
崎　

優 

（
保
健
体
育
科
）

☆
専
任
職
員  

矢
持
由
梨
乃

☆
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー 

桑
本
佳
代
子

☆
理
科
助
手  

桑
原　

淳
子

☆
職
員 

 

飯
沼　

勉

（
浜
野　

能
男
先
生
記
）

普
連
土
た
よ
り
　
学
校
近
況　
　
　

百
七
十
一
信

4
月
中
旬
、
満
開
の
花
水
木
が
綺
麗
な

ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ
ル
京
都
に
て
、
今

年
度
の
関
西
フ
レ
ン
ド
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
49
～
112
回
生
が
京
都
・
滋

賀
・
大
阪
・
兵
庫
、
そ
し
て
以
前
関
西
に

在
住
さ
れ
て
い
た
方
も
東
京
か
ら
参
加
さ

れ
、
計
12
名
が
集
い
ま
し
た
。
本
部
か
ら

冨
山
会
長
と
赤
木
副
会
長
も
参
加
い
た
だ

き
、
学
校
の
近
況
と
１
３
０
周
年
記
念
事

業
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

校
友
生
が
集
ま
る
と
懐
か
し
い
母
校
の

雰
囲
気
が
流
れ
、
和
や
か
な
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
参
加
者
の
年

代
は
様
々
で
す
が
、
母
校
の
思
い
出
を
分

か
ち
合
え
る
こ
の
会
が
あ
る
こ
と
を
大
変

嬉
し
く
思
い
ま

す
。
秋
に
も
会

の
開
催
を
計
画

し
て
い
ま
す
。

関
西
在
住
の
校

友
生
の
方
は
、

是
非
一
度
参
加

さ
れ
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う

か
。

112
回
生
　
森
本
真
祐
子

G
W
に
普
連
土
の
友
人
と
会

い
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ

て
話
続
け
ま
し
た
。
125
回
生

の
健
康
と
幸
せ
を
祈
っ
て
い

ま
す
。	

（
高
橋
信
乃
）

卒
業
し
て
、
よ
り
一
層
普
連

土
が
好
き
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。
校
友
生
と
し
て
普
連
土

に
貢
献
し
た
い
で
す
。

	

（
山
村
朋
子
）

校
友
会
の
皆
様
、
力
仕
事
は

お
任
せ
を
。
125
回
生
の
皆
様
、

私
が
い
る
限
り
普
連
土
を
忘

れ
さ
せ
ま
せ
ん
。

	

（
川
澄
真
彩
）

普
連
土
学
園
で
過
ご
し
た

日
々
を
懐
か
し
く
思
う
毎
日

で
す
。
6
年
分
の
感
謝
を
返

し
て
い
き
ま
す
。

	

（
島
田
菜
会
）

い
つ
で
も
、
気
兼
ね
な
く
集

ま
れ
る
場
所
を
守
っ
て
い
き

ま
す
。	

（
中
谷
夏
巳
）

学
園
の
温
か
い
環
境
と
125
回

生
と
の
強
い
絆
に
感
謝
す
る

日
々
で
す
。
こ
の
絆
を
繋
げ

て
い
き
た
い
で
す
。	（堀

優
花
）

125
 回生
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編
集
後
記

今
号
か
ら
題
字
を
少
し
変
え
、
聖
句

に
因
み
葡
萄
柄
で
囲
み
、
校
章
を
入
れ

ま
し
た
。
ま
た
1
0
0
号
の
み
カ
ラ
ー

頁
を
設
け
ま
し
た
。

今
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り
、
過
去

の
会
報
全
て
を
読
み
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
ま
し
た
。
同
じ
学
園
で
時
を

過
ご
し
た
方
々
と
の
作
業
は
新
し
く
学

ぶ
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
充

実
し
た
時
間
を
持
て
た
こ
と
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

転
勤
生
活
の
各
所
に
必
ず
届
く
会
報
。

夢
中
で
何
度
も
読
み
返
し
、
学
園
と
の

繋
が
り
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

こ
れ
も
前
任
者
た
ち
が
「
人
の
た
め
に

役
に
立
つ
」
と
い
う
普
連
土
の
教
え
を

守
り
努
力
を
続
け
て
き
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
世
代
の
異
な
る
校
友
生

が
集
ま
り
、
皆
様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
会
報
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

1
0
0
号
を

心
を
込
め
て
お

届
け
し
ま
す

千
田
（
53
）・
入
江
（
65
）・
鈴
木
（
66
）・

森
本
（
72
）・
渡
邉
（
94
）・
白
井
（
105
）
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参
加
費
　
5
0
0
0
円
（
施
設
入
場
料
･

昼
食
代
含
む
）

旅
　
程
　
箱
根
湿
生
花
園
→
ポ
ー
ラ
美
術

館
（
昼
食
）
→
箱
根
神
社
･
芦
ノ
湖
畔
散

策
→
鈴
廣
か
ま
ぼ
こ
の
里
→
田
町
帰
着

申
込
み　

校
友
会
事
務
室
宛
に
次
の
項
目

を
記
入
し
F
A
X
（
0
3–

3
4
5
1–

1
9
5
9
）
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

･
タ
イ
ト
ル　
「
2
0
1
8
年
バ
ス
旅
行

申
込
」

･
氏
名
･
回
生

･
生
年
月
日
・

携
帯
電
話
番
号

（
当
日
連
絡
可
の

電
話
番
号
）

※
電
話
申
込
み

不
可

支
払
い　

参
加

費
を
【
三
井
住

友
銀
行
三
田
通
支
店
普
連
土
学
園
校
友
会

事
業
資
金
普
通
6
5
9
4
8
3
7
】
宛
に

ご
送
金
下
さ
い
。

※
9
月
26
日
（
水
）
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル

は
参
加
費
返
却
不
可
。

詳
細
問
い
合
わ
せ　

校
友
会
事
務
室

火
～
金
の
11
時
～
15
時

●
落
語
の
会

日
時
　
2
0
1
9
年
2
月
23
日
（
土
）

詳
細
は
未
定
。
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

校
友
会
だ
よ
り

このページの内容についてのお問い合わせは、校友会事務室（０３−３４５１−７７００）まで。

◆
バ
ザ
ー
の
お
知
ら
せ

日
時
　
11
月
10
日（
土
）

バ
ザ
ー
は
後

援
会
と
の
共
催

で
す
。
同
封
の

チ
ラ
シ
の
要
領

で
献
品
等
の
ご

協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
校
友
会
ク
リ
ス
マ
ス
礼
拝

日
時
　
12
月
8
日
（
土
）
11
時
～
14
時

場
所
　
普
連
土
学
園
A
音
楽
室

礼
拝
で
は
「
ハ

レ
ル
ヤ
」
を
歌
い

ま
す
。
そ
の
後
、

生
徒
ホ
ー
ル
で
親

睦
会
。
皆
様
の
参

加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

申
込
不
要
。

◆
事
業
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ

●
バ
ス
旅
行
の
ご
案
内

「
こ
の
秋
！
芸
術
も
美
食
も
紅
葉
も
！
」

左
記
の
様
に
箱
根
へ
の
バ
ス
旅
行
を
企

画
し
ま
し
た
。
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時
　
10
月
4
日
（
木
）

集
合
・
解
散
　
田
町
駅
西
口
三
菱
東
京

U
F
J
銀
行
前
8
時
30
分
集
合
～
17
時
30

分
解
散
予
定

■
■
■
■
■
 
訃　

報　

■
■
■
■
■

　

謹
ん
で
お
知
ら
せ
申
し
上
げ
、
心
よ
り
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

旧
職
員　

小
池　

幸 

17
・
8
・
25

39　

大
野
佐
喜
子
（
植
村
） 

17
・
12
・
28

42　

坪
井　

政
子
（
利
根
） 

18
・
2
・
5

46　

大
沢　

光
子
（
阿
部
）

46　

横
山　

晴
子
（
大
橋
） 

17
・
10

48　

青
柳　
　

敏 

（
松
野
） 

16
・
7

49　

加
藤　

す
ゑ
（
稲
賀
） 

17
・
9
・
16

49　

藤
井　

敏
子
（
西
原
） 

17
・
12
・
21

49　

森　
　

雪
野 

（
岩
本
） 

18
・
2
・
5

51　

佐
藤　

節
子
（
高
橋
） 

18
・
1
・
13

52
A
北
畑　

耀
子
（
戸
沢
）	

15
・
2
・
23

52
B
今
川　

光
子	

17
・
9
・
27

53　

藤
井　

理
子
（
相
場
）

56
A
松
本　

近
子	

16
・
12
・
8

57　

上
妻　

公
代
（
松
本
） 

18
・
3
・
12

59　

斎
藤
久
三
代
（
中
原
） 

17

63　

山
田　

久
代
（
宇
治
田
） 

18
・
1
・
2

68　

高
野　

路
子
（
佐
藤
） 

17
・
12
・
11

68　

大
竹　

佳
代
（
江
橋
） 

17
・
12
・
26

73　

脇
田　

英
子
（
宮
沢
） 

17
・
11
・
28

77　

柳
瀬　

順
子 

14
・
12
・
3

校
友
会
よ
り
、
お
花

と
お
悔
や
み
カ
ー
ド

を
お
送
り
し
ま
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
か
ら
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
校
友
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

ア
ク
セ
ス
し
ま
す

◆
2
0
1
9
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

対
象
回
生
は
99
・
104
・
109
回
生
で
す
。
ご

協
力
く
だ
さ
る
方
は
、
直
接
畠
中
先
生
又

は
校
友
会
事
務
室
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。


